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矢野遺跡は、出雲市矢野町一帯に広がる大規模な集落遺跡で、斐川町の荒神

谷遺跡との関連も指摘されている重要な遺跡です。

このたび、出雲市の出雲健康公園整備プロジェクト事業に伴って、緊急に発

掘調査を実施いたしました。

調査の結果、溝で囲まれた屋敷地遺構のほか、木簡、高下駄、漆器などが出

土し、中世の地方農村の生活の一端を浮き彫りにすることができました。

こうした貴重な成果は、矢野遺跡の実態を究明するうえで、新しい展望がひ

らけたものと確信しております。

本書が、郷土の文化財保護や研究の資料として広く活用されることを期待す

るとともに、調査のご指導を賜りました先生方、また、厳しい暑さのもとでお

世話になりました調査員や作業員の皆さん、さらにはご協力いただきました出

雲市特別事業部をはじめ関係各位に心から感謝いたします。

平成3年（1991）3月

出雲市教育委員会

教育長　松　元　昭　憲



例　　　言

1、本書は出雲健康公園整備プロジェクトに伴う矢野遺跡第2地点発掘調査の記録である。

2、発掘調査は、出雲市特別事業部の依頼により、出雲市教育委員会が平成2年5月14日

から同年9月19日まで実施した。

3、発掘地点は次の通りである。

矢野遺跡第2地点　出雲市矢野町966－1他

矢野遺跡第6地点　出雲市矢野町1015－2、1066他

3、調査体制は、次の通りである。

事　務　局　出雲市特別事業部

調　査　員　川上　稔

調査補助員　桧山智弘

調査指導者　田中義昭

松下正司

村上　勇

・黒谷達典

片寄義春

（出雲市教育委員会　主事）

（出雲市特別事業部臨時職員）、米田美江子（同）

（島根大学法文学部教授）

（広島県立博物館）

（広島県立美術館）

（平田中学校教頭）

（出雲教育事務所指導主事）

丹羽野裕（島根県教育委員会文化課）

4、調査に当たっては地元の方々をはじめ、下記の方々より多大の協力を得た。井上寛司

（島根大学法文学部教授）、岩崎仁志（山口県埋蔵文化財センター）、西尾克己（島根県

教育委員会文化課）、内田律雄（同）、広江耕史（同）、中筋組

5、本書で使用した遺構略号は、次のとおりである。

SI〕一溝、SB一掘立柱建物、SK－土境、SE一井戸

6、本調査の出土遺物は、出雲市教育委員会で保管している。

7、本書の執筆◎編集は川上と松山が協議して行った。
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第1章　調査に至る経緯

出雲健康公園整備プロジェクトは、「出雲ドーム建設事業」と「出雲健康遊園地整備事業」

からなり、出雲市ではこれまでにない大規模な開発事業である。「出雲ドーム」は平成4年

3月、「出雲健康遊園地」は同年8月完成が予定されている。

当該事業が市内矢野町の新内藤川と古内藤川に挟まれた地域に計画されたが、開発予定

地が周知の埋蔵文化財包蔵地（矢野遺跡）に隣接し、その範囲に含まれる可能性が強かっ

たため、島根県教育委員会文化課から文書により、試掘調査を実施するよう指導があった。

そこで、約90，000m2の開発予定地に、50mおきに2×2mのグリッドを設定し、市教委職

員の立ち会いのもとで機械を使用して遺構及び遺物の有無について確認調査を行なった。

調査は、平成元年12月25日から12月29日まで行ない、その結果、北部の一部のグリッドで

は水田下1－1・5mの砂層から少量の遺物が出土した。遺物が出土したグリッドについては、

その範囲を限定するため、さらに密にグリッドを設定して、試掘調査を行なった。

北部の遺物出土地点は、局所的で、かつ砂層から出土していることからみても、流れて

きたものであり、遺物の出土範囲を確認したうえで、平成2年4月11日から発掘調査に着

手し、4月19日に終了した。

南西部の遺物出土地点は、調査対象面積が約4，000m2の広い範囲に及ぶため、発掘調査員

の確保が急務となった。島根県教育委員会、島根大学、近隣市町村等に折衝し、なんとか

調査体制を整え、ほぼ1カ月後の5月14日から発掘調査に着手することができた。6月初

旬から7月中旬にかけての梅雨時には、周囲の水田よりも低いこともあって、雨水の処理

に予想以上の労力と時間を費やし困難を極めたほか、遺構のなかには深いものもあるため、

高い地下水位にはばまれ、遺構の精査や実測に支障をきたしたことも少なくない。また、

今年の夏は例年に比べとくに暑い夏であったが、遺跡の土が大きくひび割れをおこし、調

査にもかなりの影響が出ている。

発掘調査は、機械によって水田耕土（約30cm）を掘削したのち、全域に5×5mのグリッ

ドを設定し、南北にA～K、東西1－16をグリッド番号として付けた。そして、西側調査

区から発掘に着手し排土地が北側にある関係で南から掘り初め、順次北へ掘り進んだ。西

側調査区の遺構を検出してある程度見通しが立った段階で、東側調査区の発掘に入った。

ほぼ調査を終えた9月4日に、現地説明会（150名参加）を開催したのち、9月19日に発

掘調査の全てを終了した。
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第2章　地理的環境

南北を島根半島と中国山地に挟まれた出雲平野は、山陰随一の沃野であり、北西の季節

風から家屋を守るために植えた防風林である築地松の広がる風景は、独特の地域景観を生

み出している。

矢野遺跡のある出雲市四給地区は、この出雲平野のほぼ中央に位置し、西に浜山を臨む

田園地帯にある。市街地のすぐ北にあり、市内でも有数の人口増加地城で近年宅地化が進

んでいる。

地区内には、中野町に発し堀川に注ぐ流長5．6kmの古内藤川が北部を東から西に流れてい

るほか、中央部には大津町山週に源をもつ全長11kmの新内藤川が西に流れ、浜山の南を経

て神戸川の川尻に注いでいる。いずれも排水幹線であり、受益地域が広い。

矢野町は、四給地区（4．11加）の北部に位置している。家屋が密集し、その多くは四給

公民館付近から北西に伸びる徴高地状の旧自然堤防上に立地している。微高地は、沖積低

地である水田面から1mほど高く高燥の地となっている。

矢野遺跡は、現在集落や畑地となっているこの旧自然堤防上に立地している。それは、

出雲平野における古代集落の立地の典型といえる。矢野遺跡では、東西300m、南北450m

の広い範囲に縄文後期から近世にいたる幅広い時代の遺物の散布が確認されてお生　一部

では水田からも遺物は出土しているがほとんどは旧自然堤防上である。付近の小山、大塚

とともに四結遺跡群として把えられているが、そこでは矢野遺跡も第1地点から第5地点

に区分されている。このうち、出雲健康公園整備プロジェクトに伴う発掘調査が行なわれ

た地点は、第2地点の東端付近である。

矢野遺跡では、縄文後期の土器片が採取されており、これが遺跡の初現である。このこ

ろは、海面が低下する海退期にあたっており、当時の海水準は現在よりも低かったと考え

られている。したがって、三角州に形成された徴高地状の高まりに人が移ってきたもので

あろうが、遺物が極めて少量の土器片であることからみても、とても定住して生活が営ま

れたとは考え難い。また、縄文後期から弥生時代の終わりごろにかけては、弥生の小海迫

とよばれる海退期にあたっており、このころ平野南が拡大し、稲作を主体とする農耕集落

が生成される素地ができあがっている。そうしたなかで、矢野遺跡は、出雲平野における

中心的な拠点集落として成長していくが、なかでも弥生中期から古墳時代初期にかけては

飛躍的な集落の拡大が顕著にあらわれている。このことは、矢野遺跡の人を養い得る社会

変革があったと考えられる。

また、奈良時代には、『出雲国風土記』に記載されている「神門水海」が、出雲平野西部

に広がっており、この存在が当時の人々の生活に大きな影響を及ぼしている。
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第l図　出雲平野遺跡分布図
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第3章　歴史的環境

山陰地方屈指の沃野、出雲平野には、数多くの遺跡や古墳があり、県内でも有数の埋蔵

文化財密集地となっている。これまで、旧石器時代の遺跡は、出雲平野とその周辺からは

発見されてはいない。最も古い遺跡は、北山山麓にある縄文時代早期末の菱根遺跡で、土

器のほか石鉄、石匙などの石製品、イノシシ、シカなどの獣骨、タイ、フグなどの魚骨が

出土している。北山で狩りをし、海で漁をする生活を営んでいたが、石鉄が隠岐島産の黒

曜石でつくられていることからもわかるように、広い地域間交流が行なわれていた。

縄文後期から晩期にかけて、菱根遺跡の周辺に原山遺跡や大社境内遺跡があり、平野中

央に矢野遺跡、東の丘陵下に三田谷遺跡が営まれ、次第に平野の全域に広がる傾向にある。

しかし、この時期の遺物は少なく、集落を形成するほどのものではない。

弥生時代になると、原山遺跡や矢野遺跡のように縄文時代から引き続き生活が営まれ、

定着しつつある。それが弥生中期になると、入海のまわりには新しい集落が次々と生まれ、

飛躍的な人口増加が認められる。特に、矢野遺跡、天神遺跡、古志本郷遺跡、多聞院遺跡

などの大規模集落遺跡が展開し、経済的基盤としての農業経営が軌道にのりつつあること

を示している。また、矢野遺跡、古志本郷遺跡、多聞院遺跡には、遺跡の一部に貝塚を伴

い、ヤマトシジミのほか、サザエ、ハマグリ、カキなどの貝類が多量に出土している。こ

のことは、手近にとれる豊富な幸が重要な食料源として大きなウェートをしめていたこと

をうかがわせる。弥生後期には、これらの居住空間はさらに拡大し、やがてこの地域を総

括した指導者を葬った墓である西谷墳墓群が築かれていく。中でも四隅突出型墳丘墓は、

四隅が突出した特異な形の墓で、出雲地方を中心に分布している。西谷墳墓群では6基が

確認され、3号墓の発掘調査では1号埋葬主体が棺榔二重構造であったことや、供献土器

のなかに吉備地方の特殊な土器が少なからず含まれていたことから、吉備との交流がうか

がわれるなど貴重な成果を得ている。

古墳時代の前半期には、県内で類例のない筒形銅器を副葬した山地古墳や、県内最古の

前方後円墳である大寺古墳のほかには、あまり見当たらないが、後半期にはそれぞれに特

色ある横穴式石室をもつ古墳が卓越し、それらの項点に国指定史跡の今市大念寺古墳、上

塩冶築山古墳、上塩冶地蔵山古墳、宝塚古墳がある。これらは、いずれも石室内に1－2

基の家形石棺を置くが、なかでも今市大念寺古墳の石棺は日本で最大級のものである。

奈良時代以降の大遺跡は、これまであまり知られていないが、出雲健康公園整備に伴う

矢野遺跡の発掘調査で中世の大きな遺構が検出されたように、これからの調査によって新

たに発見される可能性が高い。
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第4章　矢野遺跡の概要

出雲平野のほぼ中央部に位置する矢野町◎小山町◎大塚町◎渡橋町を四給地区と呼んで

おり、矢野遺跡e小山遺跡e大塚遺跡を四給遺跡群と呼んでいる。これらの遺跡は、東西

1km◎南北1。2kmにわたり周囲の水田面より1m程度高い神門川の同じ旧自然堤防上に位置

している。小山遺跡は1－3地点。矢野遺跡はこれまで5地点確認されていたが、今回の

試掘調査e本調査によって、新たに第6地点が発見され、第2地点はさらに範囲が広がる

ことが確認された。

四給遺跡群は山本活による大塚古墳（大塚町）の報告が初出で、その後、四結小学校敷

地内やNHKラジオ放送所敷地内より土器が採集され、矢野◎小山◎大塚と四結地区一帯

に遺物が散布することが確認された。

1958年には、山本清と旧島根県考古学会により第1地点の発掘調査が行われており、貝

層が確認されている。以後矢野貝塚（現在の第1地点）として知られるようになり、1959

年には市の史跡に指定されている。

出雲平野の弥生時代◎古墳時代の集落の動向について体系的にまとめ、その中で矢野遺

跡を位置ずけたのは出雲考古学研究会である。四給遺跡群については、綿密な分布調査を

行い、遺物の散布密度から矢野遺跡を1－5地点、小山遺跡を第1－3地点に区分して紹

介している。特に矢野第3地点からは吉備の特殊土器が表採されていることや、遺跡全体

を見ても他の遺跡と比較して遺物の量が多いことなどから、矢野遺跡を出雲平野の拠点集

落として位置づけている。

この出雲考古学研究会の基本的な作業を受け継いだ形で、島根大学の田中義昭を中心と

する出雲集落遺跡研究会により矢野遺跡の発掘調査が継続して行われている。

以下、これまでの成果を踏まえ、矢野遺跡の概要についてのべる。

第1地点

矢野遺跡の中心部に当たり、前述のように矢野貝塚として知られている。徴高地の最も

高いところに位置し、現状は畑地で、周囲は宅地となっている。1953、1971、1973年に、

トレンチによる調査が行われており、黄色シルト層よりヤマトシジミを中心とする貝塚や

土墳墓と思われる遺構が検出されており細身の管玉が出土している。土器は弥生後期のも

のが量的に多く、弥生時代前期から古墳時代初頭まである。また、縄文後期◎晩期の土器

が若干表採されている。
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第2図　四絡遺跡群分布図（S＝l／2′000）
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第2地点

新内藤川より北の現在畑になっているところである。

1985年に出雲集落遺跡研究会によって、矢野神社の周辺にトレンチが入られている。遺

構としては、近世と思われる溝状遺構と、古墳時代初頭の竪穴住居と考えられるものの一

部と、これに伴うと思われる柱穴が検出されている。

第3地点

1986－87年にかけて出雲集落遺跡研究会によって発掘調査されている。後世の撹乱が著

しく良好な遺構は検出できなかったものの、大量の土器◎石器が出土している。土器につ

いては、弥生中期中葉～後期中葉を中心に弥生前期から古墳初頭まである。また、このと

きにも吉備から搬入されたと考えられる特殊土器、特殊器台が出土している。玉作関係の

遺物も出土しており、玉生産を行っていたようである。

第4　◎　5地点

第4地点は、徴高地の南緑に辺り、旧河道と考えられる水田に面している。第5地点は、

水田内に水路が掘削された際に、遺物が採集されている。

このように、矢野遺跡では、弥生時代から古墳時代初頭の遺物を中心に出土している。

しかしながら、今回の調査では、弥生時代から古墳時代前◎中期の遺構はなく、遺物が若

干表探されただけであった。古墳時代終末を最古に、平安時代から中世にかけて中心に営

まれた集落跡で、他の地点とは様相が異なる。

第5章　試掘調査の概要

出雲健康公園整備プロジェクト事業が市内矢野町を予定地として計画策左されたが、当

該地は周知の埋蔵文化財包蔵地である矢野遺跡に隣接し、遺跡の範囲に含まれる可能性が

強かったので、試掘調査を実施し、遺構、遺物の有無について調べた。

開発予定地は、自然堤防状徴高地わきの水田で、海抜約3mの地点である。北と南を古

内藤川と新内藤川に挟まれた水田地域で、開発面積は92，829m2と広大なため、ほぼ50mお

きに2×2mのグリッドを縦横に配置した。掘削は、調査員立ち会いのもと、機械で行な

い、遺構が発見されたグリッドの付近はその分布範囲を限定するために、さらに新しいグ

リッドを設定した。調査したグリッドは42カ所で、そのうち遺構を検出したり、遺物を出

土したグリッドは、古内藤川に近い6、9Tと、南西部の25、26、29、42、44、46T付近

の8か所であった。北側のグリッドはやや離れているが、南西部ではやや広い範囲に及ん

－7－



6T　　　　　　9T

し＝2．92m

水田耕作土

暗褐色粘質土

黒褐色粘質土
灰褐色砂

褐色粘質土

黒褐色粘賃土

曜補色粘質土

」＝2．99m

水田耕作土

明戊褐色粘賃土
黒褐色粘賞士

朗灰鶴亀粘賃土

褐色粘質土

黒褐色粘賃土

崎灰色砂

Eコ遺物包含層（暗灰色砂層）

団遺物包含層（暗褐色土層）

25T　　　　　44T

42T　　　　　　29T

でいる。南西部は、その分布状態からみて矢野遺跡第2地点の一部と考えられる。

北部のグリッドのうち、6Tでは水田面が海抜2．92mで、層序は水田耕土の下に暗褐色

粘質土、黒褐色粘質土があり、薄い灰褐色砂を挟んでその下に褐色粘質土、黒褐色粘質土、

暗褐色粘質土、黒褐色粘質土と続き、さらに遺物を含む暗灰色砂から黒褐色粘質土、砂れ

－8－



きとなっている。最も厚い層でも40cmしかなく、堆積環境の変化が激しかったことを示し

ている。このうち、遺物を包含する暗灰色砂の上面は水田下1．25mで、15cmの厚さに過ぎ

ない。また、9Tでは水田面が海抜2．99mで、層序は水田耕土の下層に6層の粘質土があ

り、その下は暗灰色砂、砂れきとなっている。暗灰色砂の上面は水田南下1mで、厚さは

20cmである。出土遺物として、6Tから下駄、漆器の一部、9Tからは少量の土器片があった。

しかし、周辺のグリッドにはほとんど暗灰色砂を含んでいないことから、きわめて局所

的な分布範囲と推定される。また、砂層から遺物が出土していることからみて、近くの遺

跡から流されてきて堆積したものと思われ、集落があったとは考えられない。

南西部の調査グリッドのなかでは、遺物を出土した8カ所のグリッドのうち、26、29、

42Tからの遺物の出土が多く、29Tからは径45cmのピット、44Tからは径20cmのピットを

検出した。そうしてみると、南北50m、東西80mの範囲の4000m2が発掘対象面積となるが、

試掘調査の結果をもとに開発者と協議を行なったところ、どうしても計画を変更し現状保

存を図ることができなかったため、当該部分については、第2地点とし、6T、9Tを第

6地点として、やむを得ず発掘調査を実施することにしたものである。

第6章　本調査の概要

1．第6地点の概要

矢野遺跡第6地点では、遺物を包

含する層が水田面から約1m下の暗

灰色砂層であることから、流れてき

た可能性が強く、また遺物を包含す

る暗灰色砂層の分布範囲が極めて限

られていたことから、試掘調査のと

きに遺物を出土した6T、9Tを中

心として調査することにした。

発掘調査は、6Tを中心とした東

西6m、南北7mの調査区（拡大6

T）と9Tを中心とした東西6m、

南北7mの調査区（拡大9T）を設

定した。

拡大6Tでは、水田面から約1m

ー9－

拡大第6トレンチ

トレンチ配置図

第5図　第6地点トレンチ配置図



水路

0　　　　　　　　5m

l　　　　　　　　！

第6区I　拡大第9トレンチ付近位置図

I　灰褐色土　　　　Ⅷ　黒褐色粘質土

u　暗褐色粘賞土　　Ⅷ　暗褐色粘焦土

lIl　鎗灰色帥　　　　Ⅸ　暗灰色砂

IV　淡褐色粘賞土　　x　暗褐色粘質土

V　里褐色粘焦土　　氾　灰褐色砂れき

Ⅵ　　淡褐色粘賞土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第7図　拡大第9トレンチ東壁セクション図

I　　灰褐色土　　　　　Ⅷ　　暗褐色粘胃i

Il　　暗褐色粘管土　　IX　　灰褐色砂わき

Ill　　黄灰色妙　　　　　X Fl一色粘質土

iV　　淡褐色粘賛土　　　Xl　　暗灰色砂

Ⅴ　　里褐色粘質土　　　湖　　黄灰色シルト

Ⅵ　　淡褐色粘質土　　　Ⅷ　　灰白色砂

Ⅷ　　茶褐色粘賞土

第8図　拡大第9トレンチ東壁セクション図
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下の遺物を包含する暗灰

色砂層を確認した。同層

は、層厚10－20cmで、凹

地に堆積し、その範囲は

トレンチのほぼ南半分に

みられた。遺構は全く検

出されなかったが、遺物

として、須恵器や土師器

の破片が十数片出土した

ほかには、中世のものと

思われる下駄や漆器が認

められた。同層と下層の

荒砂層からは湧水が多く、

調査に障害となった。

拡大9Tでは、水田面

下0．9－1。2mに暗灰色砂

層があり、厚さは10－30cm

であった。同層は、0。5－

0。7mの幅で伸びる流路跡

を中心として分布してい

る。流路跡では黒色粘質

土の下層に堆積している

が、その北側では、約1

5cm高い位置に広がって

いる。流路は、浅い皿状

になっていて、黄褐色シ

ルト層と灰白色砂を刻ん

でいる。トレンチ中心部

での断面観察によれば、

内部には下底に荒砂があ

り、薄い粘質土を挟んで
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第9図　6T出土遺物

その上に遺物包含層があ

り暗灰色砂が堆積してい

た。さらにその上部には、

5－15cmの黒色粘質土が

蔽っていた。流路跡が

0。5－0。7m幅でほぼ直線

状に伸びていたことから、

その方向にAトレンチ（南

西）、Bトレンチ（北東）

を設定して流路跡が認め

られるかどうか調査した

が、検出されなかった。

遺物としては、土師器を

主として十数片出土して

いるに過ぎない。

調査の結果、水田面か

ら約1m下の遺物を包含

する暗灰色砂層からは、土器等の出土はあるものの、河川の洪水等による流砂に含まれる

もので、その遺物散布範囲は、限られたものであった。また流路跡についても、両側は灰

白色砂になっており、A、Bトレンチで検出されなかったことを考えあわせると、水田遺

構にともなう溝状遺構とは考え難い。

ーIl－



2。第2地点西側調査区の概要

（1）西側調査区概要

この調査区は徴高地の中心部側にあたることから、東側調査区より若干高い位置にあた

り、黄色シルト層（地山）で標高2．5－2。6mである。東側調査区の北東隅では、2．14mを

測り北東に向かって低くなることが判る。矢野遺跡の位置する徴高地の中心部と同様のシ

ルト層で標高4。7mを測ることから、今回の調査区は1m以上低い位置にあり、旧自然堤防

の縁辺部に当たると思われる。そのためシルト層から1mほど下げると砂礫層に達し、か

なりの湧水がある。

遺構は、5ラインより西側に集中しており、これより東側は、徐々に遺構の数が減少し、

7ラインちょうどSn05を越えるところから柱穴等の遺構は減少する。これは、地山のレ

ベルに対応しており、標高2．4mが居住区の限界になっている。

検出した遺構としては、中世の屋敷地を区画する溝を中心に、その内外に900以上の柱穴

土壌◎井戸◎住居等が確認された。遺構の時期としては、古墳時代終末から中世までであ

り、古代前半◎中世の遺構がまとまっている。遺物も、古代前半◎中世のものが大半を占

める。また、遺跡が低湿地に位置することから、木製品が比較的良好に残っていた。

（2）土層について

西側については、表土の下は褐色土（H層）が平均厚さ15cmありその下は黄色シルト層

（地山）である。これは、すでに土地改良が行われてそのときに他の遺物包含層は削平さ

れたものと考えられる。そのため唯一の遺物包含層であるII層もかなり削平されており、

上面は一定の面を持たずほとんど残ってないところもある。このII層はよくしまった土で

シルトのブロックを含む。シルト層の下1mは砂礫層となる。遺構はこのII層か、さらに

上にあったと思われる層から堀り込まれたものと考えられる。

遺構内の土としては、中世の遺構には、炭化物を含む暗黒褐色土が入っている。

ー12－
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（彰 （診

第日図　西側調査区層図

－15～16－

①灰白色砂冥土く耕作土〉

②暗灰褐色土層

③時黄色土層（黄色シルげロック含む）
0　　　　　　　　　　　　　2m



第IZ図　西側調査区全体図
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（3）遺構と遺物

＄K一馴（第13図）

この遺構は、屋敷地を区画する溝（Sn－01）の東南コーナーに位置し、溝とは切り合

いはなく一連のものである。南北6。6m◎東西6。8mを計る大きな遺構である。深さは60cm

で地山の砂礫層まで達しており、かなりの湧水がある。土壌の壁は、45度の角度で傾斜し

底に至る。下端の直径は5。4mである。床には、人頭大の石がいくつか出土しており、また、

東側の溝との接続部分からも同様の石があるが、石組のようなものがあった形跡はない。

この土壌には、計3本の溝が接続している。うち西側の溝は屋敷を区画する溝（Sの－01）

である。東側の溝は、SK－06をつなぐ短いものである。溝はどれも深さ30cm程度であり

SK－Olの深さに比べて浅い。埋土は、基本的には4層からなり、最下層の暗黒茶褐色土

の上部は植物を含んでいた。

遺物としては、土師器⑳須恵器◎土師質土器◎常滑焼◎須恵器系中世陶器◎白磁⑳砥石◎

木製品などが出土している。また、弥生土器が一点出土してしている。これは、遺構の規

模が大きいため古い遺構を壊していることが予想され、遺構に直接伴うものではない。同

様に土師器や須恵器の中にも混入品などを含んでいると思われる。また、陽物など木製品

も出土している。

どの層からも土師質土器◎常滑焼きなどが出土し、最下層からも同様の遺物が出土して

いる。これは、連続する溝（Sり－01）の出土遺物の時期と矛盾しない。

＄K一馴の出藍遺物

土器（第15◎16図）

（1）～（5）は、土師質の措鉢である。土師質と言う呼び形は、適当とは言えないが、脂土が

白く土師質土器の杯の脂土とよく似ていることから、ここでは土師質を読んでおく。（1）～

（3）は、捨鉢である。（1）は、体部から目線部にかけて直線的に伸びる逆ハの字形を呈する。

目線端部は、カットされたような平坦面を持ち断面は矩形を呈する。内外面とも縦方向の

刷毛目の後でナデ調整している。刷毛目の消えてないところもあり雑なナデ調整である。

内面は、目線端部より2。5cm下より1単位7本からなる幅2。1cmの措目を施している。（2）◎

（3）は措鉢の底部である。（2）は、内◎外面ともナデ調整されており、内面には一部に刷毛目

もみられる。措酎ま、6本で1単位を成す。また、底部外面は、まったく調整されておら

ず、3mm程度の小さな円形の凹があるのみである。

（3）は、外面は風化が著しいが、体部は縦方向の刷毛目を施しているようである。底部付

近はナデている。内面は、刷毛目調整の後で一単位6本幅2cmの措目を、反時計周りに施

－18－





⑧白褐色土層

⑨黒茶褐色砂質土層

⑲灰白色砂賃土層（耕作土）

⑪黄褐色砂レキ層

⑫時褐色粘賃土層（SKO7）

⑲黄褐色土層（SKO7）

SKO6南北セクション

第同国　S KOい06・07土層図
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①黒褐色土層

②嗜黒色土層

③暗黒茶褐色土層

④暗茶褐色土層

＠　　　〝

⑤時黒色砂質土層

⑧時茶褐色土（シルげロック含む）⑲灰褐色粘質土層（SKO7）

⑦　〝　　　　　　　⑮黒褐色土層
⑲灰褐色土層



している。

（4）◎（5）は、措目のないこね鉢である。（4）は、（1）と同じ形態をしており、外面は粗い縦方

向の刷毛目を施し、下部はナデ調整によって消されれている。内面は、中央部に刷毛目が

観察されるがそれより下部は、ナデ調製されており滑らかに仕上げられている。上部は風

化が著しいため不明である。（5）は、底部で、外面はナデ、内面は刷毛目が施されている。

（6）～（8）は、須恵系のもので色調は外面黒灰色◎断面灰白色を呈し軟質である。（6）は、鉢

の破片と考えられる、内面は楯状工具による横方向のカキ目、外面はへラのようなもので

ナデ付けているようである。（7）は、目線端部の破片で、平坦面はやや凹線状になっている。

内面は刷毛目調整されており、外面はナデ調整されている。色調は、内面は灰白色、外面

は淡灰色を呈する。（8）は、外面に幅3mmの格子タタキが施された小片である。色調は外面

は窯灰色、内面が灰色を呈する。

（9）◎（15）は、常滑焼と考えられるものである。（9）◎（1鋸ま、体部肩の押印帯の部分である。

（9）～（ll）は、3mmX8mmの格子タタキが施されている。（1功◎（l鋸ま古銭のような文様がスタン

プされている。（1飢ま、時計周りに田◎田◎天◎田と読め、明瞭ではないがスタンプとスタ

ンプの間が仕切られている。（1鋸ま、一部しかないが方形の枠の中に円形の文様と2本の線

が入れられている。字が書かれているかどうかは不明である。（l飢ま底部で外商底付近はへ

ラケズリされている。（1鋸ま目線部である。目線上端は平坦面を持ち、下端はシャープに薄

くのぴる。色調は明赤褐色を呈し、目線内面上端部は灰を被っている。（l鋸ま器種は不明だ

が口の部分である。端部は外面は丸く収めるが内面は2段になっている。色調は鈍い黄橙

色を呈する。

（1乃一位鋸ま、土師質土器である、（17）は杯のロ緑部で、直線的に開いている。（1鋸ま、杯の底

部で、糸切りである。（用◎（l餌とも内外面ナデ調整である。（l功一¢鋸ま、小皿である。（1鋸ま、

目線端部が垂直気味に立ち上がり、全体的に丸みをおびた感じになっている。（2功一（23）につ

いては、目線が直線的に開き端部外側を丸く収めている。（24）は、須恵器婆の目線部である。

目線は、短く屈曲している。端部は丸く収める。佃は、須恵器過の胴部と思われる。頸部

より上は、欠損している。底部は、糸切りである。佃は、土師器の婆で、目線は単純目線

でくの字に屈曲し端部は、若干つまみ上げたようになっている。（細は弥生土器で高杯の脚

部である。脚上部は12条の凹線を廻らしている。内面下半分は、へラケズリである。

石器（第17図）

（1）～（7）は、砥石である。（1）は、上面は、かなり擦り減って凹んでおり、斜め方向の擦痕

がある。その他の面も全面使用している。（2）は、右側面と上面を主に使用している。（3）は、

－23－
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第16回　S KOl出土遺物（2）

厚さ1mmほどのもので、欠損部分以外はどの面も使用されている。（6）は、上下左右の4両

を使用している。特に上面はかなりの頻度で使用しており、弧をえがいている。そのほか

の面は粗く刃を立てたような擦痕がある。（7）は、大きなもので上面のみ使用している。ま

たこの面のみ2次焼成を受けており煤が付着している。（8）は、欠損しており全体的な形は

つかめないが、上部を球形に加工しており、中央が括れている。用途は不明である。

木製品（第18図）

（3）は、陽物である。基底部は折れているが、現状で10。6cmを計り、断面は長方形に近く

1．8cmX1．5cmである。全面削って整形しており、先端部には切り込みを巡らしている。ま

た、先端部正面にも切り込みを入れている。（1）は、未成品か、何かの工具のようなものと

思われる。（2）は、幅1。5cm厚さ8mmを計る。欠損しているが、先端は斜めに切られているこ

とから刀形の可能性がある。（4）は、幅7。4cme厚さ工5cmを計る、長方形の板材である。

－25－



古銭（第19図）

元祷通宝e元豊通宝e元祐通宝◎銭種不明が1枚ずつ出土している。

第17回　S KOI出土遺物（3）

－26－
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第18回

一品一冊闘
S KOI出土遺物（4）
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第I9図　S KOl出土遺物（5）

SK－駅付近遺物出土状況（第20図）

土師質土器の杯◎皿◎捨鉢が重なり合って出土している。下には、杯と皿が杯（1）を真ん

中にして並べられており、（1）◎（4）に伏せておかれている。さらに、（1）◎（4）に一部重なるよ

うにして、措鉢の底部がおかれている。これらを覆い隠すようにして、措鉢の体部が目線

端部を下にして、立てられている。また、この土器群の南にも杯（2）が伏せて置かれている。

＄K－馴付近出土遺物（第21図）

（1）◎（2）は土師質土器の杯である。両

者ともロ緑部は真っ直ぐ外方に開き、

端部は直立気味に立ち上がる。底部は、

回転糸切りによって離されているが、

底部の緑は丸く滑らかに仕上げられて

おり、再調整されているようである。

体部もナデ調整しておりロクロ痕を消

している。（3）◎（4）は、小皿である。（3）

は、目線部がそのまま外方に短くのぴ

る。（∠紺ま目線部が直立気味に伸び、内

0

ヒ二二二［コ二土二二二二二∃5cm

第20図　S KOl付近遺物出土状況

面は段がある。底部は3）◎（4）ともに回転系きりである。（5）は、土師質の片口の措鉢である。

SKOlから出土しているものと同様のものである。目線部は、底部に対して123度の角度で

ほぼ直線的に開く。端部は外傾する平坦面を持ち、内側に肥厚している。外面は上半分は

タテ方向の粗い刷毛目が施され目線端部はナデ調整されている。下半分◎底部外面は調整

が施されておらず凸凹があるのみである。内面は、上半分は横方向の粗い刷毛目が施され

ており、下半分はナデ調整されている。措目は、3本で幅1cmの単位をなし、合計10単位

が施されている。内面調整の順序としては、刷毛目調整の後で、撫でによって（特に下半

分は）平滑に仕上げた後、措目を入れている。

－27－



S K－02

（第22図）

この土壌は、S

D03とSD09の間

に位置しており、

SD03と浅い溝で

つながっている。

南北3。85m e東西

3．65mを測り、墨

丸方形に近い、不

整円形を呈する。

深さは65cmを測り

地山の砂礫層まで

堀込んでおり、湧

水が激しい。出土

遺物としては、土

師器e須恵器小片

や、1層より古銭

が出土している。

また、底から曲物

やその他の木製品

が出土している。

SK－02出土遺物

（第22e24図）

（1）は、曲物であ　　　　　　　　　　第2個　SKOl付近出土遺物

る。直径19．4cme深さ13・1cmを測る。厚さ2mmの板を2枚まいておりそれぞれ植物の皮で

止めている。板の内側は、縦方向と斜め方向にキズのような切れ込みを入れている。底板

は、半分のみ残っており、径18・4cme厚さ8mmを測る。側面には、3か所の釘穴がある。

木釘も2本残っており、2cmで中央が括れおり、ここに側面の板がはまるものと思われる。

（2）も底板と思われるもので、復元した径で31・2cm、厚さ1・2cmを測る。釘穴は見られない。

また。古銭が2枚付着した状態で出土している。1枚は黙寧通宝である。

－28－
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①時茶褐色土層
②灰褐色土層
③暗褐色土層
（彰時灰色土層

第22図　S KO2

、SK－03（第26図）

この土壌は、E－3区に位置し、南北2．2m◎東西工95mを測る不整形な楕円形を呈する。

深さは78cmを測り地山の砂礫層まで達してお㌢上　現状ではかなりの湧水がある。土壌の南

隅からは土器が集中して出土している．。ほとんどの遺物が砂礫層の上面から出土しており、

その他の遺物も灰褐色粘質土中から出土している。時期としては、古墳時代終末ごろと思

われる。

また、土壌が埋まった後に、土壌の中央やや東寄りに幅90cme深さ33cmの中世の溝（S

DO9）が掘削されている。
－29－
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第23図　S KO2出土遺物

SK－の3出藍遺物（第26図）

（1）～（4）は土師器の婆で、どれも短小な単純口縁を持つ。（1）は、胴部最大

径が中央より下にあり、下膨れのブローポーションを呈し、底部は平らに

近い。外面はナデ調整しているようで、刷毛目調整していない。また、外

面には赤色顔料が塗布されている。内面は横方向の削りが施されている。

（2）は、球形に近い胴部に斜め外方に短く直線的にのぴる目線部を持つ。調　第2咽　SKO2出土遺物

整は、目線部内外面とも横ナデで、胴部外面は上部は縦方向の刷毛目が施されているが、

下部は風化が著しく不明である。胴部内面は横方向のへラケズリが施されている。また、

胴部外面は二次焼成を受けており煤が付着している。（3）は、小形の婆でながぼそいブロー

ポーションである。また、頸部が広く目線は外方に折り曲げた程度の短いものである。外

面は、2次焼成をかなり受けており、表面はかなり剥離しており、煤も付着していること

から調整はわかりにくいが、縦方向の刷毛目が観察できる。内面頸部以下は横方向のへラ

ケズリされている。（4）は、婆の目線部である。内面頸部以下はへラケズリが施されており、

その他はナデ調整されている。

（5）～（7）は、須恵器で、（5）◎（6）は蓋である。（5）は天井部へラケズリし、ロ縁部はナデ調整

されており端部は薄くのぴる。（6）は、内外面とも丁寧にナデ調整している。高杯（7）は、杯

部は口径に対して浅く、底部は水平に開き目線部は内湾気味に立ち上がり端部は外方に折

れる。杯部は一部ひしゃげた部分がある。脚は、ハの字状に開き端部は横におれ外側に平

－30－



坦面を持つ。また上端で

0．6cm下端で1cmの台形の

透かしが1カ所設けられ

ており、その反対側には

長さ3。1cmの切り込みが入

れられている。

（8）は砥石である。上面

は断面三角形を呈し、両

斜面ともに擦痕がある。

下面は、両側から粗く削

り出すことによって凸状

にしており、細かい溝や

削ったような跡がありか

なり荒い仕上げとなって

いる。この凸状部分は残

りの良い所で高さ1cmほ

どある。また、幅1。5cmほ

どの両側面も砥面として

使用しており、右側面に

は、刃を立てて砥いだよ

うな溝が3本ある。

①淡灰褐色土層

②　　　〝

③嗜灰色粘質土層

④灰色粘質土層

⑤淡灰色シルト層

1m

第25図　S KO3

＄K－04（第27図）

この遺構は、調査区の中央西側に位置している。南北4m◎東西3。4mを測る不整形な楕

円形を呈する。土壌は2段に掘られており、内境では南北3。3m◎東西3。2mを測る。土壌

の壁のラインは1段目の深さは18cmでほぼ垂直におち、2段目の深さは最も深いところで

65cmを計り皿状に堀り込んでいる。土壌の底には、厚さ15cmで灰白色の粘土を貼っており、

その上に厚いところで16cmの植物層が全面にある。

この植物層は、表面のみ炭化しており黒色を呈していたが、表面をはぐと黄褐色を呈し

ている。特に編んだようなところは観察されず、敷き積められたかのようになっている。

この層の上面、また中にも、粗が含まれている。
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第26図　S KO3出土遺物

0

亡エコココ二土二二二二空cm

遺物としては、古銭（銭種不明）e木製品バ黍器e木簡が、植物層より出土している。

また、埋土より土師質土器◎常滑焼の小片が出土している。時期としては、中世（14世紀

初）と思われる。

この遺構の性格としては、木簡の内容や籾が出土していることから、種籾の貯蔵穴の可

能性が考えられる。
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ぷ①時茶褐色粘質土層

②時灰褐色土層
③灰褐色粘質土層

④植物層

⑤灰白色粘質土層
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第27図　S KO4

SK一掴出土遺物（第28図－30図）

（1）は、欠損しているが厚さ5mmと薄いもので、角を丸く仕上げている。（2）は、幅4．5cm◎

厚さ4mmと薄いもので、片側には5mmほどの挟りが施されている。（3）は、長さ19。6cm◎幅7．2cm
′－

を測り、断面長方形の板材である。（4）は、斜め方向に刃物による傷が付けられており、曲
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物の一部と考えられる。

（5）は、長さ28。8cm、幅は中央で3。5cm、端で2。7cmを測る。中央部分が膨らみ、端部の幅

が狭くなるもので、表面は丁寧に仕上げられている。上下に一つずつ5mm程度の不整形な

孔が貫通している。（6）◎（7）は、上下に2対つずつ換り持つもので長さ23cm◎幅3。4cmを計る。

板の表面は、わりと粗い仕上げとなっており字の書けるような状態ではない。墨痕も残っ

ておらず木簡ではないようである。（8）は、長さ28。8cm◎幅4。3cmを測る。中央よりやや下に

切り込みが入れられている。

（9）は、欠損しており全体の形は不明であるが、断面長方形に近い加工木で、下部は斜め

にカットされている。（湘ま、幅11cm厚さ5cmの加工木である。植物層の上面にのったかた

ちで出土している。（lmま、長さ32cm◎径4cmを測る杭で、樹皮が残っていることからも、

先端部のみを加工している。先端部はさほど鋭くはない。（l鋸ま、幅3。5cm、（l鋸ま、幅2。5cm

を測る加工木で端部が斜めにカットされている。

（1飢ま、欠損しており一部分しか残っていないが、片方だけを斜めにかソトしている。

（15）は、長さ30cm、幅5cm、厚さが厚いところで3cm◎上部では1。6cmを測る。表面は、平

坦で左側上部には刃物で削った加工痕が残るが、その外は滑らかに仕上げられている。裏

面は、下部の断面は、凸状になっており、真ん中当たりから上部に向けてこの突出した部

分が徐々に薄くなり、断面が長方形に近くなっている。また下から　　cmのところには、

U字形の換りがは行っている。上端で6。3◎下端で3．5cmを測り、刃物で削って加工されて

いる。上部は欠損しているが、ここにも換りがあったようで斜めに削り込まれている。

（湘ま、長さ35cm、幅13cmを計り、この遺構から出土した木製品の中では、最も大きなも

のである。表面は、上下に緑があり皿状になっている。裏面は、滑らかに仕上げられてお

り、上下は丸く仕上げられている。

（lmま、漆椀である。植物層の上面に乗る形で出土しており、土庄で潰れており、目線部

も残っていない。高台部分は、幅3mm、高さ2mmと非常に小さく削り出されている。模様

等は描かれておらず、高台の内側は、漆が塗られていない。

SKO4出土木簡（第31図）

欠損しており全体は不明であるが、幅2．4cm、厚さ5mm現状で長さ11。3cmを測り、下端は

尖らせている。文字を書きやすいように、表面は非常に丁寧を仕上げとなっている。

文字は、8文字確認でき全て平仮名である。上部の欠損した部分にも文字があった可能

性はあるが、「ち」の上には、4mmほどの空白部分があることから、この「ち」より一連の

－34－
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第28図　S KO4　出土遺物川
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単語が始まると考えられ

る。

この木簡の意味である

が、「つぼ」は、場所（田

んぼ）を、「たね」は種籾

を意味する。「ちやく」は、

よく判らないが、全体の

意味合いから地名の可能

性が考えられる。そう考

えると、ある特定の田に

蒔く種籾と言う言葉にな

る。実際にこの土壌から

は粗がかなり出土してい

ることからすると、この

土壌は種籾の貯蔵穴で、

その標として使用したも

のと考えられる。

SK－05（第32図）

この士境は、SK04の

南に位置し、直径が1．9nl

二二二二

第29図　S KM　出土遺物（2）

を計る不正円形を呈し、深さは63cmを計る。堀形は、深さ62cmまでほぼ垂直に落ち、底は

血状を呈する。北側の一部をピットによって切られている。哩土は4層からなり全体に遺

物を含んでいる。土師器◎須恵器の小片が多く出土しているが、常滑焼の破片が数点出土

している。

SK－06（第13図）

この土壌は、SKOlの東側に短な溝でつながれた土壌で、SKOlやSり02とともに一連

の遺構である。直径4。1mを計る円形の土壌で深さは48cmでSK－01と同じ深さである。土

層の堆積状況も共通しており、最下層の暗黒茶褐色土の上部には植物が含まれている。土

壌の南側には、SKOlと結んでいる。溝と同幅◎同深さの段があり、これがそのままSり
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第31図　S KO4出土木簡

02へ移行する。SKOlからのびるSD02の北側にSK

06が設けられていると言える。土層や出土遺物などか

らは、SKOl，SDO2，SK06は、同時期の一連となっ

た遺構であるが、SK06は、後から、設定された可能

性がある。また、この土壌よりSD03が北に延びてい

る。

SKO7（第13図）

この遺構は、SK06の東側に隣接しており、SK06

とSDOlに切られている。不整形をプランで、規模は

東西1。5m◎南北1。25m◎深さ85cmを測る。ゆるやかに

傾斜し底は、皿状を呈する。SD2は、褐色砂礫層か

ら掘り混まれており、灰褐色粘質土の上面が溝の底と

なる。

SK－08（第33図）

この土壌は、調査区の西端のSDOlとSDllの間で

検出された、調査区ぎりぎりで検出されたため、西側

は調査区外に、南半分は暗渠によりすでに失われてい

る。残存している部分は、東西3．76m◎南北2．37m e

深さ0．9mを測る。土壁深さ40cmの当たりからほぼ垂直

に落ちている。底は地山である砂礫層まで達している。

出土遺物は底から差し歯の下駄と漆椀が出土している。

＄KO8　出土遺物（第34図）

（1）は下駄で、台部に歯部を差し込む差歯下駄である。

台部は長さ23cm、最大幅10cm、厚さ3．1cmを測り、一つ

の歯に対して2か所の穴が2。3cmXIcmの大きさで貫通

している。台部は非常に丁寧な仕上げをしており、加

工痕は残っていない。歯は、上部8。5cm、下部16cmの台

形を呈し、厚さは1。5－2cmを測る。歯は前傾して台部

－38－



①曙茶褐色土層
②暗灰褐色土層
③灰褐色土層
⑥暗褐色粘質土層
⑤茶褐色土層
（砂明茶褐色土層

第32図　S KO5

に装着されている。また、前歯

には記号状の切り込みがある。

（2）は、漆椀である。内外とも男

漆を塗り、口緑部に花模様をス

タンプしている。外面には、加

工痕がよく残っている。

第33図　S KO8

ー39－

①淡灰褐色土層

②灰褐色土居

③時灰色粘質土



第34回　S KO8出土遺物

SK－09（第35図）

この土壌は、調査区北端で検出しており、SD05の北に位置している。径1．8m・深さ70cm

を測る。東側は、二段になっているが、2段目は、径80cmで、壁は垂直に近い。また、土

横内からは、井戸枠の部材の可能性が考えられる木製品が出土しており、井戸であった可

能性がある。これら3つの部材は、組んだ状態で検出されている。井戸とすると、これら

－40－



第36図　S．KOg　出土遺物（り
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の部材より、内包で50cmの正方形の井戸枠が想定される。

SKO9出土遺物（第36・37図）

木製品以外に、須恵器の賓が出土している。体部は、球形に近い丸底である、口緑部は、

くの字に屈曲くし、端部は、外側に折れ丸く収める。体部外面は、タタキ目の後カキ目が

施されている。内面は、同心円のタタキ目、口線内外面はともにナデ調整である。

木製品

（1）は、現存長48cm、幅6．5cm、厚さ3cmを測る。欠損しており完全には残っていないが、

片側には、幅2．5cm・長さ4cmの凹柄が設けられている。また、この柄の中央部には、両側面

から貫通孔が穿たれている。おそらく反対側にも同様の凹が設けられていたものと思われ

る。（2）も（1）と同じもので、（3）は、（1）（2）の凹柄にはめ込まれていたもので、ほぼ完全に残っ

ており、全長57cm中央部で幅5．1cm・厚さ2．7cmを測る。図の上端は片側をカットしており、

側面も若干薄くしている。（4）は、現存長48cmで、幅は4cmであるが徐々に幅が狭まり片方

は尖っている。

SE－1（第38図）

この井戸は、堀形は南北1．1m・東西1．2m

を測る不整円形プランを呈し、西側は2段

になっており、内側で東西0．8mを測る。深

さは0．9mを測り、地山の砂礫層まで達して

おり、底で標高1．62mで現在もかなり湧水

がある。

土横の中央には、水溜部分と考えられる

4枚の板からなる長方形の枠が残存してい

る。水溜は、縦48cm・横24cmの長方形で、

深さは上部は腐蝕しているが現状で58．5cm 第37回　S KO9出土遺物

を測る。板の組み合わせは、小口板を側板で挟み、側板にはほぞ穴が設けられておりそこ

に横木が渡してあり側板が内側に倒れ込まないようになっている。ほぞ穴は、側板の下端

から30．5cm・横端から2．6cmのところに、現状で縦6．6cm・横3．7cmの大きさである。腐蝕が

著しいため、本来は小さなものであったと思われる。各板の厚さは1．5～2cmで、小口板は

断面がU字形になっており、内側は凹でいる。各板の下部約20cmは地山の砂礫層に埋め込

まれている。

－43－



水溜と土壌の壁との間には、黄褐色の粘土が裏込め土として入れられている。

また、板の下端より、22．5cmの所が内側の底（砂礫層）になっており、砂礫層には土器

がふくまれている。土器は、須恵器の蓋杯や土師器の賓などが出土しており、どれも完形

に近いことから、井戸祭祀を行ったときに投げ込まれたものと考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第38図　S E－l

SE－1出土遺物（第39図）

（1ト（4）は、土師器の寮である。（1）（2）は、大きさ形態とも共通しており、口径15cm・深さ

14cmである。口縁部は、短く外反し内外面ともナデ調整している。胴部は最大径が真ん中

より下半にあり、下膨れの様相を呈する。また、外面は全面2次焼成を受けており男色を

呈する、そのため外面調整はよく判らない、内面はへラケズリしている。

（3）も、（1）（2）と共通した形態であるがやや浅いものである。ロ緑部は短く外反し、胴部は

最大経17cm・深さ12cmを計り深さよりも胴部最大経のほうが大きい。調整は、ロ緑部内外
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面ともナデ調整、胴部内面はへラケズリ、外面は縦方向の刷毛目を施す。

（4）はやや大形の婆である。口縁部は、直線的に外方に伸び、端部がやや折れる。口緑部

内外面ともナデ調整、頸部以外内面はへラケズリしている。（5）（6）は、須恵器の蓋杯のセッ

トで共に完形品である。（5）は口緑部内面に反りがあり、天井部へラケズリの後で宝珠状の

つまみを付けている。（6）は外面下半分はへラケズリしているが、そのほかはナデ調整であ

る。（7）は、脚付壷と思われるもので、胴部と脚の一部が残っている。胴部はほぼ球形を呈

し、肩に2条の凹線を施しており、下段の凹線にかさなるようにして円形浮紋が3か所に

付けられている。脚は、下部は欠損しているが、ハの字に開き、方形の透かしが設けられ

ている。

第39図　S E」出土遣物

SE－2（第40図）

この井戸は、西側調査区E－5に位置する。井戸の堀形は、南北1．38m・東西1．67mをは

かる不整円形プランを呈する。西側は、2段になっており内側で東西1．22mを測る。深さ

0・82mで底は地山の砂礫層である。井戸2と同じように湧水がかなりある。土壌の壁は、

ほぼ垂直に立ち上がっている。

土壌の中央には、板で組まれた正方形に近い水溜がある。水溜の規模は、大きいところ

で内包が南北40cm・東西43cmを測る0深さは、上部は腐蝕が著しいが、現状で70cmを測る。

構造としては、4枚の板で組みさらに外側にも板を立てており、2重から4重に成ってい

る。最も内側の板と北側の外から3枚目以外は井戸の底まで達しているが、それ以外は達

しておらず、また、板の底辺を両側から削って尖らせていることから、後から打ち込んだ
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ようである。

西側と東側のいたには、横木

を挿入するためのほぞ穴が、下

から5．8cmのところに設けられて

いる。ほぞあなの大きさは、4．3×

2．4cmで貫通している。横木は、

長さ33．5cm・断面1．7cmX2．8cm

である。またほぞ穴に挿入され

る部分は、端から5cmの部分に

剃込みが施され、断面2cmX3

cmである。

板は、地山の砂礫層上面より

さらに8cm下まで達している。

この水溜は、砂礫層を堀り込み

設定したものか、あるいは砂礫

層上面から打ち込んだものかは

判らない。砂礫層より上は、粘

土で裏込めしている。

水溜内・裏込め土内から土師

器・須恵器片が多数・砥石が1

点出土している。また、井戸を

埋めた後に石を上に載せている

ことから、廃絶時に井戸祭祀が

行われた可能性が考えられる。 第40回　S E－2

SE－2出土遺物（第41図）

（1）・（2）は、無高台の杯で、（2）は、口緑部が括れて端部が外側に折れている。（1）も明瞭で

はないが端部が折れている。いずれも底部糸きりである。（3）・（4）は、高台付きの杯の底部

と思われるもので、断面方形の高台が開いて端部は、若干外側に肥厚している。（5）は、蓋

である。天井部は平らで、口縁部は、屈曲せず端部は外側に面を作っている。（6）は、器種

は不明であるが、底部の破片である。底部糸きり内外面ナデ調整である。（7）は、長頸壷の
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‾二

第別図　S E－2出土遺物
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胴部で、（8）は、砥石でややいびつな長方体で、4面を使用している。

SBOl（第42図）

調査区の北西隅に位置しており、西側調査区の中では、遺構はそれ程密集していない。

屋敷地を囲む溝の内側に位置しているものの、柱穴の哩土からこの溝に伴うものでない。

規模は、3間3間で、6．36mx5．32mを測る。柱穴は径45cm前後で、南東隅の柱穴の残

りが悪く、いびつな形で、また、北東コーナーの柱穴は、2段に掘られている。柱間は、

Pl～P2が1．6m、P2～P3が1．25m、P3－P4が1．7m、P1－P5は、1．3m、P

5～P6は1．25m、P6－P7が1m、P7～P8が1．7m、P8～P9が2mを、東辺は、

両端のみしか柱穴がなく4．05mを測る。1．12～1．78mと不揃いであるが、1．3m・1．7m前

後の2つに大きくは分類できる。

遺物としては、柱穴より須恵器片1と土師器の稀・護と思われる小片が出土している。また、

この遺構に直接伴うものではないが、Pit9の付近から土師質土器の皿が出土している。

（2）は、底部は水平で、日録部は、鈍角に開く。（1）は、底部から口綾部にかけて、丸みをもっ

て移行する。両者とも底部には、指頭庄痕があり、内外面とも朱が塗られている。これら

の土器によく似た小片が、Pit2から出土している。

また、柱穴の哩土は、暗黒茶褐色土で、屋敷地を区画している溝の埋土である黒色土と

は違っており、この溝とは、時期を異にする。

2　　　　　　　3

8

第42図　S BOl
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SBO2（第44図）

この遺構は、SBOlの南東に隣接しており、棟軸も同一方向

であることから同一時期のものと思われる。規模は、2間2間

で、5．4mX4．34mを測る。柱穴は、径30～60cmと不揃いで、楕

円形に近いものが多く、不整形なものとなっている。深さは20cm

前後である。柱穴間は、Pl～P2が1・92m、P2－P3が2・48m、

Pl～P4が112m、P4－6が1．68m、P3～P5が1・36m、

p5～P8が2m、P6～P7が2．24m、P7－P8が2・4mを

計る。1－2．36mと不揃いである。

10cm

SBO3（第45図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第43回　S BO「付近出土遺物

この遺構は、調査区の中央部、SDOlの北において検出している0規模は、2間4間で、

9．12mX4．8mを測る。柱穴は径30cm～40cmのものが中心で60cm程度の大きなものがある0

柱間は、Pl～P2が1．68m、P2－P3が2・56m、P3－P4が1・28m、P4－P5が

1．52m、Pl～P6が1・86m、P6～P9が1・86m、P5－P8が2・48m、P8～P13が

1．96m、P9－PlOカ電・3m、PlO～Pllが1・38m、Pll～P12が1・54m、P12～P13が1・7m

を測る。

第44図　S BO2

－49－



5

第45図　S BO3

SBO4（第46図）

この遺構は、西側調査区北東で検出している。南側は、SD05によって柱穴上面は削ら

れている。2間3間の建物で7mX4．25mを測り、柱間は、Pl～P2が1・7m、P2～P

3が1．5m、P4～P5が0．55m、P5－P6が0・5m、P6－P9が1・5m、Pl～P7が

3．75m、P7－P8が4．3m、P8－P9が1．7mを測り、2mから2．5mである。柱穴6・

7・8は、SD05によってすでに削られており、かろうじて底の部分を残すのみである。

柱穴は平均で径50cm深さ25cmを測る。柱穴からは須恵器・土師器の小片が出土している。

柱穴列（第52図）

調査区南で、I2－I5区にかけて、全長18mで計10の柱穴がSDllに平行してならん

でおり、柵があったものと思われる。柱間は、1m～1．7mと不揃いである。柱穴の哩土は、

黒褐色土でSDOlなどと共通である。また、Pit3と4から遺物が出土している。Pit

3からは土師質土器の杯が、Pit4からは、青磁椀の口綾部・常滑焼きの喪の小片が出土

している。このことからも、この柱穴列は、SDllでなくSDOlに伴うものと思われる。

また、SDOlとこの柱穴列の間は、暗渠によって破壊を受けているが、溝で区画された、
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0　　　　　　　2m
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第46図　S BO4

内側と比べて遺構の数が少ないことが指摘できる。

柱穴列出土遺物

第47図は、Pit4より出土している。（1）は、青

磁椀の口緑部である。縞蓮弁で淡緑色を呈する。

（2）は、常滑焼きの嚢押印帯の部分である。第48図

は、Pit3から出土した、土師質土器の杯である。

底部は糸きりで、そのほかはナデ調整である。口

緑端部は、やや内湾ぎみに立ち上がる。ほぼ、完

形で出土しており、口緑端部には煤がついており、

燈明皿として使用された可能性がある。焼成は良

－51－
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第47回　Pit4出土遺物



好で堅緻な仕上がりである。色調は自黄色を呈す

る。

その他柱穴出土遺物

Pi tA出土遺物

柱列の南側のPitより土師質土器の小皿が3点

出土している。口緑は外方に短く伸び、口径は8

cm前後に揃っている。いずれも底部糸切りである。

Pi tB出土遺物

差し歯下駄の台部である。残存長で15．5cm、幅

10．1cmである。後歯の受け部は、長さ9．6cm、幅

2．1cm、深さ1．6cmである。一つの歯につき2cmX

Icmの穴が2か所設けられている。台部の後端は

直線気味になっている。

第50回　Pi t B出土遺物

－52－

第48回　Pi t3出土遺物
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第49図　Pi t A出土遺物
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SD－1（第13図・53図）

この溝は、SKOlから西にのびる溝で、調査区外へとのびる。幅60cm，深さ30－40cmを

測り、北側は2段になっており、1段目は深さ10cm，幅20cmを測りテラス状になっている。

また、このテラス部分に溝とは別に幅20cm，長さ152cm，深さ28cmで掘り込まれており、土

師質土器の杯1と小皿2が完形でこの落ち込みの上面に近いレベルで3固体が等間隔で出

土している。これらは、意識的に埋められたものと考えられる。

ーノ　　　′ヽ　　　）

第53回　S DOl遺物出土状況

SDOl出土遺物（第54図）

（1）（2）（3）（4）は、いずれも土師質土器である。（1）と（4）は杯で、（1）は、調整痕が著しく全体の

形態もやや崩れたものとなっている。底部は、回転糸切りである。（4）は、破片であるが、

ロ緑端部は、垂直気味に立ち上がる。（2）・（3）は、小皿で（1）同様に雑な造りとなっている。

口綾部は短く伸び、底部は回転糸切りである。
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しこ∃≡三二ク

第54回　S DOl出土遺物

SDO2（第13図）

この溝は、SK06から東にのぴる溝で、東側調査区へと延び、そこでゆるいカーブをえ

がきながら北に向きをかえている。幅75cm，深さ30cmを測る。この溝は、SDOlと対応す

るものと思われる。

ヽ≡
．＿＿＿＿一一一一　！

一　二

＼眈〃　魂。

叫5圃 亡二二ニ∴ふ

0　　　　　　　　　　10cm

第55回　S DO2出土遺物

SDO2出土遺物（第55図）

（1）～（3）は、青磁片である。（1）は、縞蓮弁のもので、内面見込みには花模様がある。高台

は、断面四角形で、高台畳み付けとその内部は粕がかかっている。柚は、緑色を呈し、断面

は淡灰色である。（2）も縞蓮弁のものである、粕は淡い褐色を呈し、ロ縁部と底部の境には

一55一



段を持つ。（3）は、椀の底部と思われる破片で、内面には、幾何学模様が施されている。粕

は深緑を呈する。（4）は、白磁椀の底部である。高台は削り出しは浅く内面は斜めになって

いる。また、底部と体部の境には、沈線状の境がある。（5）は、砥石である。全ての面を使

用している。（6）は、紡垂車で土師質土器の底部を利用している。

SDO3

この溝は、SK06からのび屋敷地の東側を区画する溝である。SK06から北に23m延び

そこから西に向きかえ9mほどのびる。

SDO4～SDO6

屋敷地の北と東を区画する溝

は、複数が切り合っているが、

その切り合い完形を明確にする

SD6　　　　　sD5

ことは、出来なかった。

北側では、SD05とSD06と

が平行して伸びており、SD06

は、途中で終息LSD05がその　　第56図　SD5．6

まま屈曲し南へと向きを変えるものと思われる。この2つの溝

は、同時期か相前後する時期のものと思われる。東側を区画す

る溝は、SD03の外側に4本の溝が検出されている。基本的に

9　　　　1・n

は、北側から連続している、SD05と東北コーナー付近から伸　第57図　SD5出土遺物

びているSD04の2本が平行に伸びており、これを切る形で、東北コーナー部分にてSD

16が検出された。また、SD03とSD04の間でSD17を検出している。この溝はSD03に

切られている。

SD－07

この溝は、SDO5、SD06の南側に平行し

て伸びている。途中切れている部分があるが

一連のものと思われる。備前焼の措鉢の破片

が1片出土している。SDO5、SD06と同時

期かやや新しいものと思われる。

－56－
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SD－08

この溝は、SD－3とSD－9の中間に位

置し南北に伸びている。深さ18cm・幅40cm・

長さ6mと小規模なものである。出土遺物

は、須恵器の長頸壷の底部と思われる。

SD－09

SK－01から北に伸びており、SK08と

SK03を切っている。幅60－70cm・深さ22cm

と小規模である。

（1）は、須恵器の杯である。底部から体部

にかけてやや丸みがある。（2）は、須恵器系

の鉢のロ緑部と思われる。口緑端部は玉線

状になる。（3）は、石製の紡錘車である。最

大径4．3cmである。断面は台形を呈する。孔

の大きさは径1cmを測る。

10cm

第62図　S DO9出土遺物

SD－10

SD9の西側を平行して南北に延びてS

K08とSK09を切っており、SK08の中で

終息する。須恵器の底部が出土しており、

高台が外側に開いて付いている。また、底

部外面にはへら記号がある。
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SD－11

この溝は、調査区の南端で検出しており、幅80cm－140cm・深さ

42cmを測り、東西方向に伸びている。途中切れている部分がある

が一連のものである。出土遺物は、須恵器・土師器の杯などが完

形に近いかたちで出土している。

SD－11出土遺物（第66図）

（1ト（3）は、須恵器の杯である。休部は、内湾気味に立ち上がり、

口緑部はあまりシャープではないがくびれをもつ。（1）は内面も稜

がある。（4）・（5）は、土師器の杯である。体部は直線的に立ち上が　第64図　SD10出土遺物

り、口緑端部は外側に折れる。底部はへラケズリで、中心が膨れている。両者とも、升が

塗られている。脂土はよく精製されており、砂流はほとんど含まれていない。（6）・（7）は、

須恵器の長頸壷の口綾部と胴部の破片である。（8）・（9）・（1鋸ま、土師器の婆である。（8）は胴

部から口縁部にかけて屈曲せずに、直線的に立ち上がりそれから外方に折れる。内面胴部

以下は、へラケズリである。（9）は、器壁が厚く口緑部は短小である。

SD－12

この溝は、調査区南西隅

で検出しており、幅45cm・

深さ15cmを測る小規模なも

ので、南北に伸びている。

また、SDllを切っており、

北端は暗渠によって消失し

ている。遺物は、須恵器・

土師器の小片が出土してい

る。

SD－13

SDllの南側に東西にの

びる。不整形溝である。幅

120cmを測る。土師器の杯で

ほぼ完形で出土している。

体部は直線的に立ち上がり、

ロ綾部もそのまま伸びてい

第65図　S DII
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第66図　S DII出土遺物

る。底部との境は丸みを帯びており、底部中央はやや膨らみ気味である。底部は、へラケ

ズリが施されている。丹が塗られており、底部内面にはへら記号が書かれている。

S D14

この遺構は、調査区南東隅で検出している。幅50cm◎深さ24cm

と小さな溝である。須恵器の杯と土師器の小片が出土している。

須恵器の杯は、高台はなく、目線部は直線的に延び、端部は丸

く収めている。焼成はやや悪く断面は、灰白色を呈する。

S D－15

この溝は、調査区の北東隅で検出、ほぼ南東に伸びており、　第67回　SDは出土遺物

南側はやや東向きに変えており、東側調査区で検出されておらず、西側調査区と東側調査

区の間で終息するものと思われる。

出土遺物

（1）は、土師器の婆で、胴部はあまりはらないタイプのようである。胴部内面はへラケズ

リが施されている。（2）は、須恵器の直口壷である。口縁部は、直線的に外方に伸び、端部

は外側を丸く収めている。肩部外面は、灰を被っており、内面は指頭庄痕が著しい。

－59－



S D16

この溝は、Sn04やSり05など屋敷地を区

画している溝の北東コーナー部分のみに設け

られている。Sの04とSI）05を切っており、

この2つの溝よりも深く掘りこまれている。

SD17

この溝は、SI〕03とSり04の間に南北に延

びており、長さ9m◎幅60cm◎深さ20cmを測

る。南端は、Sの03によって切られている。

遺構外出丑遺物

0　　　　　　　　　　　　　10cm
トーTT一丁一一一一一一「－A一一7－一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

第68図　S D国出土遺物

第69図　S Di5出土遺物

弥生土器◎土師器

（1）は、弥生時代後期の婆である。ロ縁部外面には6－7条の洗練が施されている。目線

部内面は、横方向のミガキ。（2）～（9）は、単純口縁の婆である。口径は20cm前後に揃ってお

り、（2）のみ、15cm前後と小型である。調整は頸部以下外面は、縦方向の刷毛目、内面はへ

ラケズリである。（3）（舶ま、同一固体のと思われるもので、底部は、丸底であるが、器形的

には平らに近くなっている。（相は、口径が75cmと大きなことから婆と思われる。

（11）～（17）は、杯であるが、すべて内外面に舟が塗られている。（11）は、底部は丸底でゆるや

かに口縁部へと移行する。ロ縁端部は、外方に折れ曲がり、若干括れたように成っている。

底部外面は、へラケズリである。（12）も、（11）同様丸底で、外面はへラケズリされている。目

線端部は、外方に薄くのびる。（13）は、器形は冊とよく似ており、底部はへラケズリされて

いる。（14）は、やはり底部は丸く中央部分が膨らんでいるが、ロ縁部との境に明瞭な稜がで

きている。底部へラケズリで、ロ縁端部は、外側に折れている。（15）は、平底になり、目線

部は垂直に立ち上がっている。（1机17）は、高台付きの杯である。（16）は、方形に近いしっかり

した高台で、ロ縁部は、直立気味に立ち上がる。（17）は、断面三角形の小さな高台が、底部

と体部の境に付き、ロ縁部は、外傾している。（18）は、鉢のロ縁部であろうか、ロ縁端部は、

直立し、片口を持つ。
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第70図　遺構外出土遺物（り（弥生土器◎土師器）

須恵器

（1）は、山本編年3期の杯身で底部はへラケズリが施されている。（2）（3）は、山本編年4期

の須恵器で、口径11－12cmと小形化している。口縁部と天井部の境には、洗練と撫でによっ

て段が出来ている。（4）～（8）は、輪状つまみの付くもので、天井部は水平になり、全体に平

らな器形となっている。（9）は、宝珠状のつまみが付いており、目縁端部が屈曲する。（摘一
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第7I図　遺構外出土遺物（2）（土師器）

（1鋸ま、無高台の杯である。（1鋸ま、小型で体部は直線的に外方に伸び端部は、薄くのびる。

（11）～（川口緑端部に括れを持つものである。

（1㊨～（1鋸ま、高台付きの杯である。（14）～（17）は、体部は内湾気味に立ち上がり、高台もしっ

かりしている。これに対して、（1射1鋸ま、体部は、直線的に立ち上がり、高台も小さく底部

の外側につく。（1鋸ま、底部糸切り後ナデ調整している。（2伽は、高台付きの皿で、体部は、

直線的に開き、高台は底部の外側に整している。蝕ま、壷である。口縁端部は、上方にや

や肥厚している。（2飢ま、鳩である。

須恵器系

（1）～（5）は、鉢であり、（1）は、口縁端部が玉線状になっており、外面はへらのようなもの

で撫でており、内面はクシ状の物でナデている。（2）は、端部が面を持ち、そこに2条の凹

線が施されている。内面は、粗い刷毛調整である。（3）は、小片であるが、内面は、栴状の

ナデが施され、また、2条の措目が見られる。（4）は、底部でやはり横方向のクシ状のナデ

が施されている。（5）は、3mm前後の、格子目叩きがある。（6）は、鍋の目線部と思われるも

のである。
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第72図　遺構外出土遺物（3）（須恵器）
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その他

陶器
！

（1）～（6）は、常滑焼と思われる。（1）は、婆の目線部である。口緑端部は、外側に面を持ち

上方に肥厚している。（2）は、底部である。（3）～（6）は、肩部の押印体の部分で、縦9mme横

3mmの格子が3段になっている。（7）（8）は、備前焼の措鉢である。目線部は、内傾して立ち

上がり、端部上面は内傾するように面ができている。

ク
3

／ク

ニー一　幸芋土＿
4　　　　　　　　　　　　　　　　　5

0
ヒコココ土二二二二＝空cm

第73図　遺構外出土遺物（4）

土製支脚

（1）は、片方の腕と突起部分が欠損している。腕部分は、指頭庄痕が著しく、胴部から脚

部については、へラケズリされている。（2）は、高さ10。5cmと小型のもので、脚部もあまり

広がらない、内面は、中空にならず、ほぼ水平である。

製塩土器

（1）～（4）は、製塩土器である。粘土紐の接合痕◎指頭庄痕が顕著である。（1）（2）は、あまり

砂粒を含まず、精製された脂土で、器壁も薄い。（1）は、目線端部に行くに従い器壁が厚く

なり端部は、特に内面が外側に折れている。（2）は、器壁が非常に薄く、目線端部も薄くの

ぴる。（3）（4）は、3－5mm程度の砂粒を多く含む。（3）は、口緑端部の内側が膨らみ端部が薄
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くなる。（4）は、目線端部が丸くなり、内側にやや膨らむ。
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第74図　遺構外出土遺物（5）

l二

第75図　遺構外出土遺物（6）
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第76図　遺物構外出土遺物（7）

石器

（1）は、磨製石斧である。刃部は欠損しており、現存している部分で、長さ4．5cm◎最大幅

5。6cm◎最大厚4．5cmを測る。刃部は補修することなく使用され、かなり摩耗している。（2）

は、石崎丁である。大部分欠損しており、現存している部分で、長さ11cm◎幅4。6cm◎厚さ

0。3cmを測る。（3）は、石鍬か、半分以上欠損しているが、長さ10cm◎幅は現状で5。5cmを測

る。刃部は、使用により先端は剥離している。

（5）～（ll）は、砥石である。（5）は、残存長11cm◎幅3。2cm⑳厚さ2。5cmで、上面と左側面の2

面を使用している。側面は、上面に比べて目がやや粗い。（6）は、残存部分で長さ7cm◎幅

3cm◎厚さ1．2cmで裏面以外の残っている面は、すべて使用されている。（7）は、残存長7cm

で、残っている面は、すべて使用されている。（8）は、断面は、3。5cmX5cmの方形で、残っ

ている面は、全て使用されており、特に両側面は使用頻度が高く、弓なりになっている。

（9）は、断面方形で3面が使用されている。（1鋸ま、主に上面が使用され若干裏面も使用され
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第77図　遺構外出土遺物（8）
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ているが、そのほかの面は使用されてい

ない。（11）は、円柱状をしており、全面使

用されている。側面には8面の面がある。

木器

（1）は、長さ28cm◎幅l。7cm⑳厚さ1cmを

測る。両端は尖らせてある。真ん中より

やや外れた部分に、幅2cmの凹柄が斜め

に施されこの真ん中に径3mmの小孔が貫

通している。またこの孔と片方の先端の

中央にも径2の孔が貫通している。（2）は、

一部しか残っていないが、片方が徐々に

細くなっており箸と思われる。（3）は、端

から4cm程は半分が削られ、先端が鋭角

に加工されていることから、杭の一部と

思われる。

朴2

第78図　遺構外出土遺物（9）
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38　第2地点東側調査区の概要

（1）東側調査区の概要

この調査区は、南北方向の排水路を挟んで東側の、東西35m、南北50mの部分である。

西側調査区には建物臥土壌、柱跡、溝跡など各種の遺構が、調査区全面にわたって検出

されたのに比べ、東側調査区ではかなり遺構が少なかった。

検出した遺構は、10Bグリッド付近で確認された2間×2間の総柱の倉庫と考えられる

建物跡のほか、SⅢ8－Sり27をはじめとする溝状遺構があり、柱跡はHラインより西側

にあるが、東側にはほとんどない。

倉庫と考えられる建物跡は、l。5－2m間隔で配置された柱宍9穴で構成され、ほぼ南北

に主軸を持つ。同種の遺構は今回の調査では確認されていない。溝状遺構は10数条検出さ

れたが、西側調査区から延びるものはSり18とSり23がある。S鋸8は、西側調査区の東

を北から南に伸びる溝が東に分岐したもので、12A付近で消失している。Sり23は、西側

調査区のSり02に繋がると考えられる溝で、96付近から東側調査区に入り、緩やかに弧

を描くようにしてnA付近をさらに北へ伸びている。それら以外には、SDl9、20、21、22、

24のようにほぼ南北方向に伸びる溝があるが、このうちSり20とSり24が規模が大きく、

とりわけS排銅は、上面の幅が2－3m、深さ0。3－0。6mある太溝で、南から北に流れB

12付近で消失している。また、Sり24のすぐ東側には、周囲よりやや高まった部分が4－

8mの幅で、その溝と同方向に伸びている。さらに、高まった部分の東側には、幅Oe5－l

mの溝（Sm27）がそれに沿って北に伸び、C14付近で消失している。

東側調査区での出土遺物は、全般的に少なかったが、例外的にSり24からは古墳時代後

期の土師器、須恵器などがかなりの量出土している。また、Sり24の西側には、中世の包

含層がひろがり言黍器や木札などの木製品が認められた。

検出した遺構からみると、14ラインから西は居住区城として、建物跡、土壌、溝、柱

跡などが全面的に広がっているが、それから東側は集落前面の可耕地であったと考えられ

る。

（2）遺構と遺物

倉庫

倉庫と考えられる遺構は、東側調査区の北東部に位置している。溝状遺構が多く検出さ

れた地点の一画にあり、東西3m、南北3。5mの総柱で構成された2間×2間の掘立柱建物

跡である。建物の主軸方位はN－170－Wで、東西の柱間寸法は、L6m、1。4mで、南北は、

1。8m、1。6mを測る。平面プラン円形の柱穴は、径0。3－065m言呆さ0。3－0。4mの大きさ
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で、全ての柱穴に径0．1m、長さ0．2mの桂根が残っていた。遺物は、西側中央の柱穴から

土師器が出土しているだけであり、明確な時期は不明である。建物跡の南側は、暗渠があ

るため幅2mを掘らずに残してあり、建物がさらに南へ1間伸びる可能性はある。倉庫と

考えられる建物跡は、調査区からは他に確認されていないし、また、遺構が少ない地点か

ら検出されていること、建物規模が小さいことなど、この建物跡の性格については、不明

な点が多い。

第79図　倉庫実測図
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第80回　東側調査区遺構配置図
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S D18

倉庫と考えられる掘立柱建物跡のすぐ南を東西に伸びる延長16mの溝状遺構である。西

側調査区の北東部にある溝が分岐して東に伸び、12A付近で消失している。溝は、幅0・5m、

深さ0。2－0。3mで、西からSD19、20、21、22、23の溝に切られている。溝の下底のレベ

ルは、標高約2。2mで西側がやや高くなっている。遺物は、須恵器の婆片と、土師器片が少

量出土しているだけであるが、SD20によって切られている点からみて、古墳時代後期（7

世紀前半以前）の遺構と考えられる。

SD19

東側調査区北西部を南北方向に伸びる溝状遺構群の中で、最

も西側にある溝である。他の多くの溝（SD20、21、22、24）

とほぼ同方向に伸びているが、ElO付近で消失している。BlO

付近にある倉庫と考えられる掘立柱建物跡や西から伸びるSD

18と重なり、先端部では東西1。2m、南北1。5mの南北にやや長

い楕円形の土壌に切られている。溝の北端は調査区外に伸びて

おり不明だが、調査区内での溝の延長は21mである′。溝は、幅

0。8－1。6mで、AlOからBlOにかけて広くなっており、一部を

除いて二段になっている。溝の東側の部分が浅くテラス状になっ

ており、広いところでは幅0。8mもある。溝の下底のレベルは、

0　　　　　　　　　　　　10cm
！－1－1［　　：

第81図　S D19出土遺物
実測図

最も北で標高2。2m、南端付近で2。16mあり、北がやや高い。溝の上面からの深さは、0・2－

0。3mで、二段になっている浅いテラスの部分が上面から約0。1mの深さである。

遺物は、須恵器と土師器が少量出土し、須恵器には婆のほか高台の付いた杯底部や蓋が

あり、土師器では赤色塗彩されたものもある。遺物の出土量は、SD24、SD20に次いで

東調査区では多いが、量的にはビニール袋1袋に過ぎない。土器からみて、平安時代初期

の溝状遺構と考えられる。

SD20

東調査区では、SD24とならんで規模の大きい溝である。SD19の東1－2mをほぼ平

行して伸びているが、調査区内では延長約40mで、SD19の2倍の長さがあり、さらに調

査区外へと両端とも伸びている。溝は、幅1－2m、深さ0。15－0・25mで南が深くなって

いる。溝の下底のレベルは、北が2。18m、南が2。36mで、南から北に流れる溝で、I9付

近から調査区に入り、FlO付近で西側調査区から伸びるSD23に切られ、ClO付近で西側

調査区から分岐して東西に伸びるSD18を切り、All付近で調査区外へ出ている。Ell付
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第82図　S D20出土遺物実測図

近では、幅1．4m、深さ0。1mの浅い溝状遺構と重なっているが、切り合い関係は不明瞭で、

SD20との関連は不明である。南端付近で、溝は二段に掘られて西が深く東に浅いテラス

となっており、SD19に似ているが、規模は小さい。

S随20　出土遺物（第82図）

遺物には、須恵器と土師器があり、SD19よりやや多いが、遺物の量は少ない。須恵器

と土師器はほぼ同量あるが、小さな破片が多い。須恵器では、壷や高年があり、壷（1）は、

頸部から肩部にかけての器肉の厚いもので、胴部外面に平行タタキ目、内面に同心円タタ

キ目で調整し、外面には深緑色の自然紬が微かに残っている。蓋（2）は、外面天井部に径4。5cm

の低い輪状つまみのつくものであるが、口緑を欠いている。高年（3）は、軍部と脚柱部との

接合部の一部であるが、一対の透孔がある。高年（4）は、ハの字状に開き脚端部で平坦面を

なし、透孔をもつ。土師器では、婆や高年があり、高年（5）は、杯部と脚柱部との接合部の

一部で、脚柱外面に赤色塗彩している。出土土器からみて、古墳時代後期後半の遺構であろう。

東調査区では、SD21がほぼ同時期の遺構と考えられる。

S D21．22

ほぼ南北に伸びる溝状遺構で、SD20◎23に挟まれるように位置している。北端は、S

D21はSD20と、SD22はSD23と切り合っており、Bll付近で一つになり南端はSD19

とほぼ同じ長さで消失している。溝の上幅は0。5－1。5mで、深さは0。1－0．3mあり、Cll

付近でSn18を切っている。

出土遺物はかなり少ない。須恵器と土師器があるが、時期は不詳である。
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SD23

西側調査区のSD02の延長にあたると推定され、北から西寄りに緩く弧を描きながら北

の調査区外へ伸びる。溝の上幅は0。6～1。2m、深さは0．2－0。3mで、SD18とSD20を切っ

ている。溝の下底のレベルは北側が低く、標高1．97mである。

遺構の規模の割りには出土遺物はかなり少なかったが、須恵器、土師器、土師質土器が

ある。SD18とSD20を切っていることや、西側調査区のSD02の出土遺物からみて中世

の遺構と考えられる。

SD24

今回の調査で検出したなかで、最も規模の大きな溝状遺構である。溝の上幅は1。5－3。5m、

深さは0。3－0．6mもある。南の調査区外からN－180－Wの方向で直線的に40m伸びて、C

12付近で消失している。C12の北から東にかけては、遺構らしきものは明確ではないが、

北に伸びている形跡も微かに認められるので、さらに北へ延長していた可能性がある。ま

た、重なる遺構は、Ill付近でSD25によって切られている。

溝は、黄褐色シルト面を掘り込んでおり、G12付近の断面観察では、上幅3。3m、深さ0。6m

の港内に哩土が十数層あり、性質の異なる砂と粘土が互層に堆積していた。溝の断面は、

西側が緩やかなのに比べ、東側は急に深くなっている。また、東側から1mの部分には、

0。1－0。4mの砂と粘土の薄層が密に堆積しており、堆積環境が複雑な様相を示している。

上層は、西側から続く灰褐色土（中世の層）が堆積し、溝の西側の上部が少し掘り込まれ

ている。溝の下底には、0。1mの暗灰色粘土が堆積し、層中から長さ1。15mの加工木製品が

出土している。

SD24　出土遺物（第84、85図）

出土遺物としては、須恵器、土師器の土器類のほか、木製品がある。量的には、須恵器

13
2，600m

1黒褐色土
2　時褐色土
3　灰褐色砂
4　時灰色砂
5　黒褐色粘質土

第83図　S D24断面図
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6　シルトプnック

7　灰褐色砂
8　灰白色砂
9　時灰色粘土

10灰褐色砂
‖灰白色砂

12灰褐色砂
13時灰色粘土
14灰褐色砂
15時灰色粘土
16褐色砂
17灰白色砂
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第84図　S D24出土遺物実測図
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第85図　S D24出土遺物実測図

が土師器よりやや多い。遺物は溝の各地点からほぼ均等に出土している。須恵器には婆、

蓋杯、高杯、平瓶、などがあるが、蓋杯、高塀が比較的多く、土師器に比べ大形の破片が

多い。蓋杯（1）は、口緑内面にかえり、天井部に宝珠状のつまみがつく蓋と、セットになる

と思われる杯である。杯（2、3、4）は、目線に受部があり、3は立ち上がりが短く内傾す

る。5、6は、頸部から上を欠いた体部の一部で、5は粗雑なっくりだが、6ほ体部の2

条の洗練の間に栴描刺突文を施している。平瓶（7）は、頸部から上はほぼ直線的に立ち上が

り、肩部に円形浮文を付けている。長頸壷（8、9）は、いずれも底部で、高台がつく。9

の底部外面には、「≒」のへラ記号がある。高塀（10、11）は、10が低い脚部に一対の線上

の切り込みを持ち、大きく湾曲する杯部に接合し、11は緩やかに内傾する杯部と、切り込

みや透しのなしゞ脚部を持つ。棄（1鋸ま、ハの字状に開き、口緑下に2列の波状文を施してい

る。土師器には、壷、婆、高杯、竃などがあり、高年の多くは赤色塗彩されている。高塀

（12、13）は、接合部のみの12のほか、13は緩やかに広がる脚部を持ち、外面を赤色塗彩

している。土師器（1㊨は、把手が付き内外面を赤色塗彩しているが、用途不明の土器である。

高年（lqは杯部と脚柱部との接合部で熱1鋸ま、体部外面にパケメ、内面にケズリを入れてい

る。石製品としては砥石（15、16）があり、15は6両に使用痕があり、砥石（17）は、板状の

自然石の小口を使用し、現状で幅3。5cm、長さ11cmの研磨面がある。また、木製品（第86図）
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は、溝の最下層から出土した芯持材で、一端を欠

いているが、現存長1。15mである。断面は、長径

7cm、短径5cmの長円形だが、縦方向に一端を13cm

の長さだけ半分に削り落とし、断面は半円形を呈

する。おそらく、この先端を別の部材の穴にいれ

て組み合わせた建築材として使われたものとみら

れ、同種の木製品がタテチョウ遺跡（註1）から

出土している。これらの遺物は、おおむね高広編

年IIA、IIB（註2）にあたり、古墳時代後期後

半（7世紀前半）と考えられる。また、溝の方向

性や規模、同時期の遺物を出土していることから

みて、SD20はほぼ同時期の遺構と推定される。

S D25

東調査区の南端に検出した溝で、調査区外から

北に6m伸び、ほぼ直角におれてさらに西へ7m

伸びて消失している。溝の上幅は、0。3－0。5m、

深さ0。15－0。2mで、SD24、SD27を切っている。

この溝の北3mに同種の遺構があり、同じような

遺構は、天神遺跡でも検出されている（註3）こ

とからみて、中世のものと推定される。また、付

近には、同じような遺構がいくつか認められる。

S D26

南の調査区外から緩やかに弧を描いて北に伸び、

Gll付近で2条に分岐したのち、Ell付近で両港

とも消失する。遺物は出土していないが、SD25 第86図　木製品実測図

を切っていることからみても、中世以降の溝であろう。

SD27

SD24の東側には、幅5－10mでほぼ南北に40m周困りよりやや高い黄褐色シルト面が

存在する。この面は標高2。5mで、一部は東側へ広がっている。そのすぐ東を、沿うように

して南北に伸びているのが、SD27である。溝の上幅は0。5－1。Om、深さ0．15－0。3mで、

SD25、SD26に切られている。遺物は少ないが、須恵器と土師器があり、輪状つまみの
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第87図　遺構に伴わない遺物

須恵器蓋があることから、古墳時代後期後半～奈良時代初期の遺構と考えられる。

遺構に伴わない遺物（第87、88図）

SD24の西側には、幅5－10mにわたって浅くやや落ち込んだ灰褐色土層が広がってい

る。この層は中世に堆積した土層で、数十点の木製品が出土しているが、その多くは自然

木に少し手を加えた加工木である。木札（1）は、幅2cm、長さ6cm残存し、直方体の上端近

くに小孔をあけたもので、墨書したものを紐で結んで使ったと考えられるものである。木

製品（2）は、幅2cm、長さ10cmが残存し、上端から3cmのところを片方のみ0。5cm切り込みを

入れているが、用途は不明である。木製品（3）は、径2cm、長さ15cmの、枝が分かれる部分

の加工木で、紐をかけるためと考えられる切り込みを廻らしているが、用途は不明である。

漆器（4）は、底部の高台が付くもので、椀もしくは皿と思われる。内外面とも黒漆で塗り、
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第88図　遺構外出土遺物

外面には未漆で模様を描いているが明瞭ではない。杓子状木製品（5）は、木の内側を掘りく

ぼめたものである。11は復元長30cm、幅8cmの木製品である。先端が尖り、他方の端部が

2cm内側に挟られているが、用途は不明である。

土師器には、高年と婆があり、高塀（6）は杯部のほとんどを欠くが、内外面を赤色塗彩し

ている。また、婆（1鋸ま、緩く外反する目線部をもち、体部外面をパケメ、内面頸部以下に

へラケズリを施している。須恵器では、天井部を欠く蓋（8）のほか、高台のついた杯（9）があ

る。また、石製品としては、石鋸（7）がある。板状の石材の端部1cm幅を両面から磨研し刃

を研ぎ出している。

註

（1）島根県教育委員会『タテチョウ遺跡発掘調査－III一本文編』（1990）

（2）島根県教育委員会『高広遺跡発掘調査報告書』（1984）

（3）出雲市教育委員会『建設省職員宿舎新築に伴う天神遺跡発掘調査報告書』（1982）
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第7章　ま　と　め

本調査区は、矢野遺跡が立地する微高地の縁辺部にあたり、遺構検出面は2。5mと矢野遺

跡の中心部と比べると1m以上も低い。また、東側調査区では、柱穴はあまり検出されて
l

おらず、西側調査区の範囲が集落を築く限界であったと思われる。

検出した遺構e遺物は7世紀中頃以降のもので、矢野遺跡は弥生時代の遺跡としてよく

知られているが、弥生時代～古墳時代の遺物は数えるほどで、遺構についてはまったく検

出されてない。これらのことから、矢野遺跡の範囲は7世紀以降拡大しているようである。

今回検出した遺構は、大きく3つの時期に分けることができる。本調査区での集落の開

始期である7世紀中頃、そして8世紀～9世紀、集落の最後となる14世紀～15世紀である。

7世紀中頃

この時期の確実な遺構としては、SKO3、SEOl、SD24がある。SEOlは、井戸の廃

棄時の祭祀にともない土器を投げ込んでおり、婆が2次焼成を受け外面全体に煤が付着し

ている。SD24は大きいところで幅が3。5mもあ′り、多くの土器◎木製品が出土している。

この溝がこの時期の集落を画する溝かどうかははっきりしない。

8世紀～9世紀

この時期の遺構としては、掘立柱建物4基、井戸1基、そして建物を囲むように南側と

東側で溝を検出している。東側調査区で検出した建物は倉庫と思われる。
（1）

遺物としては、SDllの資料が比較的まとまっており、須恵器と土師器のセット関係を

示す良好な資料といえよう。

8 世紀前半

（S D Il出土遺物）

∈ ≡ 召 ∈ 享一三ヨ 2

須 恵 器
聯　 3

∈ ≡ ⊇ ア
l

4 5土 師 器

8 世紀末～ 9 世紀初

（S B O l付近出土遺物）
1
『≡二二三

2土師質土器

第89図　SDI巨SBOl付近出土遺物
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14世紀～15世紀

この時期の遺構としては、南北30m e東西30m以上の溝で区画された屋敷地があげられ

る。この屋敷地の内側で検出した遺構としては、SKOl◎02◎04◎05が外側にSK08と柱

穴列が検出されている。SKOlは径6m以上の大きな遺構で溝と一体をなし屋敷地の南東

コーナーに位置しいる。陽物など祭祀的な遺物も出土している。SK02は、曲物が出土し

ていることから井戸であった可能性がある。SK04は籾が出土していること、木簡の内容

から種籾の貯蔵施設であったようである。このようにいくつかの遺構があるが、これらと

同時期の建物遺構を明確にすることができなかった。ただし、SB03は棟軸が南北の溝の

同じ方向であることから、この時期の建物である可能性がある。

遺物としては、青磁椀◎常滑焼そして土師質土器の杯e皿◎措鉢などが出土している。
（2）

SKOl等で出土している土師質土器と同じ脂土をした捨鉢は、出雲市古志本郷遺跡からも

出土しており、今後も類

例は増えるものと思られ

る。また、同遺跡でも青

磁◎常滑焼◎土師質土器

が出土しており、出雲市
（3）

荻抒町荻抒古墓の例から

も、この時期の食器とし

て、縞蓮弁の青磁椀、常

滑焼の婆、そして在地産

の土師質土器（杯◎皿◎捨

鉢）のセットが指摘でき

る。また、これらをおぎ

なうものとして漆椀など

も加えることができる。

また、備前焼はSD07で

出土しているが量的には

非常に少ないことも注意

される。

第99図　8～9世紀遺構配置図

第9図　国～15世紀遺構配置凶
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註
（1）sDll◎SBOl付近出土の遺物につい

ては、中世土器研究会の方々とくに武田

恭彰氏（総社市教育委員会）に御指導い

ただいた。記して感謝いたします。

（2）古志公民館建設に伴う調査で弥生時代～

中世の遺構を検出しいる。（川上　稔氏の

御教示による）

（3）近藤　正「出雲市荻抒発見の骨蔵器に

ついて」

（『考古学雑誌』第54巻3号◎1969年）
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第92図　荻朽古墓出土器
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西側調査区航空写真



西側調査区航空写真（一部）
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S KOl出土遺物
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S KOl出土遺物
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